
第４章．総合評価  

 

奈良市 21 健康づくり（平成 15 年度策定）は、市民の主体的な健康づく

り運動と関係機関と連携したヘルスプロモーションの推進につなげるた

め、市民の意見をもとにライフステージごとのめざす姿を出し合い、9 つ

の領域に対し課題と行動目標を決定しました。平成 16 年度から、「市民主

体の健康づくり運動」「健康づくりの環境整備（基盤整備）」の方向で推進

し、毎年度その視点で評価を行いました。 

 平成 18 年度の中間評価の結果から、中高年の男性の約 3 人に 1 人、女

性の約 5 人に 1 人が肥満であり、生活習慣病を予防するためには肥満を改

善することが大切であることから、目標を「肥満の人を減らす」「生活習

慣病になる人を減らす」とし、重点領域を①乳幼児期の「生活リズム」領

域②壮中年期の「栄養・食生活」領域③壮中年期の「運動」領域にしぼり、

④「喫煙」領域⑤「歯の健康」領域は全ライフステージを通じて取り組み

ました。  

① 乳幼児期の「生活リズム」領域  

「朝食を毎日食べている児の割合（1 歳、3 歳）」「主食・主菜・副菜の

そろった朝食をしている児の割合（3 歳）」「夜 9 時までに就寝する児

の割合（3 歳）」「朝 7 時半までに起床する児の割合（3 歳）」は、目標

を達成しています。しかし、「肥満児の割合（3 歳）」「外遊びをしてい

る児の割合（3 歳）」はともに改善がみられませんでした。体を動かし

て遊べる場の情報提供や生活習慣病予防についての啓発が必要です。  

② 壮中年期の「栄養・食生活」領域  

「朝食をほとんど食べない人の割合」は、青年期・壮中年期の男女と

も目標を達成しています。「栄養バランスに気をつけて食事をする人の

割合」の青年期は悪化していますが、壮中年期は改善がみられます。  

また、「食育推進のためのボランティア数」は、目標に達成しなかっ

たものの、食生活改善推進員協議会の活動回数・参加者は増加してい

ます。  

③ 壮中年期の「運動」領域  

「運動習慣がある人の割合」は壮中年期の女性が、目標を達成してお

り、青年期の男女・壮中年期の男性は改善傾向がみらます。  

 「生活習慣病予防の運動ができる機会や場づくり」は、運動習慣づ

くり推進員協議会の会員数・活動回数・参加者が増加し、目標を達成

しています。  

壮中年期の「栄養・食生活」領域「運動」領域ともに、ボランティ

ア活動が活発で、市民主体の健康づくりができています。しかし、健
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康診査等（各種がん検診、特定健康診査等）の受診率は、計画策定時

と国の制度や位置づけが大きく変化したこともあり比較は困難ですが、

平成 20 年度からは総じて低下しています。「メタボリックシンドロー

ム該当者・予備軍の割合」は、男性は改善傾向、女性は目標を達成し、

「血圧の要指導・要医療の人の割合」「総コレステロールの要指導・要

医療の人の割合」は、男女とも目標を達成しています。しかし、「HbA1c

の要指導・要医療の人の割合」は、男女とも悪化しています。今後は、

健診受診率の向上と糖尿病を重点とした生活習慣病予防対策が必要で

す。  

④ 「喫煙」領域  

「成人の喫煙率」「禁煙登録医療機関数」は、目標を達成しています。

「応援団禁煙施設登録数」は改善しています。「妊娠中の喫煙率」「育

児期間中の受動喫煙率」は、減尐傾向にありますが目標には遠い状況

です。  

法的整備や禁煙治療・教育の効果が出てきた一方で、女性の喫煙率

の減り幅が低下しており、依存性の高い女性や若年者へのさらなる対

策が必要です。  

⑤ 「歯の健康」領域  

「夜寝る前の仕上げ磨きを毎日している児の割合（1 歳）」は目標を達

成しています。「むし歯り患率（1 歳・3 歳）」「甘い飲み物や菓子を 1

日 3 回以上取っている児の割合（1 歳）」「フッ化物塗布を受けたこと

のある児の割合（3 歳）」「かかりつけ歯科医をもっている児の割合（3

歳」」は、すべて改善がみられ目標値に近づいています。「歯周疾患罹

患率」「60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有する人の割合」は、目標達成

しています。  

 

計画の主旨である「市民主体の健康づくり運動」「健康づくりの環境整

備（基盤整備）」という視点においては、市立幼稚園・小学校・中学校・

高等学校の完全敷地内禁煙（平成 19 年度）の実施と、「20 日ならウォー

クの日」の制定（平成 20 年度）が、大きな成果です。  

禁煙推進のために、平成 16 年度から関係機関とネットワーク会議を立

ち上げ、共催で啓発や禁煙講座を実施しました。市立幼稚園・小学校・中

学校・高等学校の完全敷地内禁煙を視野に入れ、平成 18 年度には、教職

員を対象に禁煙講座を実施しました。  

生活習慣の改善を食と運動の双方で推進するため、食生活改善推進員の

他に、平成 15 年度から運動習慣づくり推進員を養成し、活動支援に取り

組みました。平成 19 年度にウォーキング推進事業を市の政策事業として

実施するにあたり、運動推進員と 20 日ならウォークを協働で企画・運営

しました。年間参加者は約 2,500 人で好評を得、事業実績が認められ「20

日ならウォークの日」が制定されました。  
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奈良市 21 健康づくりを推進した過程で、市民ボランティアや関係機関

が協働して健康づくり事業や啓発を実施することができました。  

最終評価では、全 9 領域 179 項目の指標（その他及び再掲を除く）のう

ち、評価可能な 134 項目で判定した結果、目標を達成した項目は 61 項目

（45.5％）、改善した項目は 32 項目（23.9％）、横ばいもしくは悪化した

項目は 41 項目（30.6％）でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4 各領域別指標判定区分の状況  

  判定区分  

領域  
◎  ○  △  × 合計  

栄養･食生活  
18 6 6 11 41 

43.9% 14.6% 14.6% 26.９% 100% 

運動  
17 5 4 8 34 

50.0% 14.7% 11.8% 23.5% 100% 

心の健康･休養  
４  0 0 1 5 

80.0% 0.0% 0.0% 20.0% 100% 

喫煙  
3 1 2 1 7 

42.9% 14.3% 28.5% 14.3% 100% 

生活リズム  
6 0 0 8 14 

42.9% 0.0% 0.0% 57.1% 100% 

歯の健康  
8 5 0 7 20 

40.0% 25.0% 0.0% 35.0% 100% 

事故  
0 0 3 3 6 

0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100% 

妊娠と性  
5 0 0 2 7 

71.4% 57.1% 0.0% 28.6% 100% 

合計  
61 17 15 41 134 

45.5% 12.7% 11.2% 30.6% 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 領域別指標達成状況 

最終評価では、全 9 領域 179 項目

の指標（その他及び再掲を除く）のう

ち、評価可能な 134 項目で判定した結

果、目標を達成した項目は 61 項目

（45.5％）、改善した項目は 32 項目

（23.9％）、横ばいもしくは悪化した

項目は 41 項目（30.6％）でした。  

表 5：「奈良市 21 健康づくり」判定区分  

評価  判定基準  

◎  現状値が目標に達成している。  

○  
現状値が目標達成にむけて改善して

いる。（50～100％改善）  

△  
現状値が目標達成にむけて改善して

いる。（1～49％改善）  

× 
現状値が横ばいもしくは悪化してい

る。（0 以下）  
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